



















































r e a l i z a t i o n
と
はそれらの物語言






















































は画家だった Thomas Effing（本名 Julian Barber）の世話を住み込みでする決心をする。彼が
祖父であることが判明し、また彼を通してマーコは父を知ることになる。自分の失われていた起
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ことを可能にするような語りの方法を見いだすことで、マーコは語ることの真髄を祖父から示唆
されることになるのである。











































City of Glass（1985）の主人公で現在35才の Daniel Quinn は､５年前に妻子と死別し、アパートに




























がする。自身であるミステリー作家 Daniel Quinn であれ、ペンネームの William Wilson であ



























twin, sin, in, inn, quintessence, quiddity, quick, quill, quack, quirk, grin, kin, win, fin, din, gin,
pin, tin, bin, djinn, beenと挙げていき、「［君は］いろんな方面に散らばっているな」と語る｡
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１．本論では Paul Auster, Moon Palace（1989）および City of Palace（1986）を扱うが、詳細はすでに各々
「空虚のかたち、光のことば－－－Paul Auster, Moon Palace（1989）における画家の苦行、伝記作家の修行」
（『岡山大学文学部紀要』第47号、2007.7､ pp. 99-110）と「今様ニューヨーク『とりかえばや物語』－－－City of
Glass（1985）における Don Quixote-Daniel Quinn の冒険｣（『岡山大学文学部紀要』第48号、2007.12､ pp. 151-
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Standing on the bare ground,－－my head bathed by the blithe air, and uplifted into infinite space,－ all
mean egotism vanishes. I become a transparent eye-ball. I am nothing. I see all. The currents of the




Emerson, Ralph Waldo.  Nature. The Norton Anthology of American Litenature 4th Edition Vol.1.  New York:
Norton, 1994. pp. 993-1021.
Auster, Paul.  Moon Palace.  1989; London: Faber and Faber, 1992. なお、柴田元幸　訳『ムーン・パレス』東
京：新潮社､ 1997を参考にさせていただいた。
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